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現場志向で養殖業をスマート化
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スマート水産業の背景

ピーク時の約１/３ 年間1万人の減少 海水温上昇による
赤潮、磯焼けなど

スマート水産業の推進が不可欠
＜政策目標＞担い手のほぼすべてがデータを活用した農林水産業を実践[令和７年度まで]

2030年にはタンパク質の
需要が供給を上回る

2030年の目標達成に向けた
企業経営が必須
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スマート水産事例
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パートナーシップでスマート水産業を推進

漁業関係者
ビジネスパートナー

＋
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事例１　ICTブイ

東日本大震災の復興支援がきっかけとなり、漁業者と一緒につくった海洋観測サービス
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事例１　ICTブイ

l 毎時の水温とクロロフィル量をスマホで確認できるため、海の環境にあわせて貝掃除ができ

るようになった

→  真珠の品質が安定
l 漁場毎の特性が把握できるため漁場割当の根拠としても活用

l 貝を割ってグリコーゲンの量や色を確認する必要がなくなり、作業も効率化

貝掃除作業 ICTブイⅠ型（11台稼働中）

l 水温
l ｸﾛﾛﾌｨﾙ
l 濁度
l 塩分
l 溶存酸素

導入効果



© NTT Communications Corporation ALL Right  Reserved
6

　 事例２　バナメイエビ陸上養殖

・オープンイノベーションでRAS vs BFTの実証で生産
　性、コスト面の評価を行い、 適パッケージ化

ゲノム編集で品種改良した国産稚エビの生産

・約30年かかる従来の品種改良法を超高速で、安全かつ
　高効率化したゲノム編集技術を活用

・病気リスクを低減した安全・安心な稚エビを純国産で
　生産

ゲノム編集技術による超高速の品種改良とオープンイノベーションを通じ
て

スマート養殖で日本の水産業を変える！
適養殖方式の決定

×
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■自動計測

・水温
・塩分
・溶存酸素濃度
・pH
・アンモニア

■手動計測

・亜硝酸
・硝酸

　 事例２　バナメイエビ陸上養殖

2方式を比較しながら、バナメイエビに 適な養殖方式を検証
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　 事例３　酸素ファイター×ICTブイ

Ø高濃度酸素水による魚の成長スピード促進
Ø陸上養殖での種苗生産効Ø化、高密度養殖が可能
Ø酸素ファイターとICTブイを連携したことで、酸素ファイターからの酸素供給を自動制御
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　 事例４　超音波による生育モニタリング

超音波を活用した生育モニタリングにより、稼働削減と適切に養殖プロセスを管理
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　 事例５　超音波によるリアルタイム尾数（マダイ）計測

未計算エリアは、計測エリアの密度から計算式で算出

超音波を活用したマダイの自動計測により、負担の大きい「分養」作業の負担軽減
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　 事例６　海況シミュレーション

Ø解像度1km, 4日間先までの海流・水温（塩分）の予測情報を提供

Ø国内で常時入手可能な予測情報としては も高い時間・空間解像度

観測データ
（高度計衛星・アルゴフロート・トライトンブイ、船舶による観測データその他）

+
各種の気象予測データ

+
データ同化

+
ES4（地球シミュレーター第4世代機）流体方程式

アニメーションで提供



© NTT Communications Corporation ALL Right  Reserved
12

　 事例７　養殖管理クラウド
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　 事例８　養殖現場でのROV活用

斃死魚の回収

養殖網の汚れ確認・清
掃

底質把握

魚の状態把握

　　負担軽減、コスト削減、生簀内可視化による生産性
向上

期
待

ROVで代替することでダイバーが潜っている作業を

養殖網の汚れ確認・清
掃

斃死魚の回収 底質把握

魚の状態把握


